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第５回定例会議事日程（第４号） 

 

第 １ 議案第３９号 いちき串木野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の 

           制定について 

第 ２ 議案第４０号 高規格救急自動車の購入について 

第 ３ 議案第４１号 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）の購入について 

第 ４ 国特予算議案第２号 令和４年度いちき串木野市国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号） 

第 ５ 介特予算議案第２号 令和４年度いちき串木野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

第 ６ 後特予算議案第２号 令和４年度いちき串木野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

              １号） 

第 ７ 請願第３号  地方財政の充実・強化を求める請願 

第 ８ 議案第４２号 いちき串木野市農村交流施設条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ９ 議案第４３号 土地の売払いについて 

第１０ 議案第４４号 財産の無償譲渡について 

第１１ 議案第４５号 補償金返還請求の訴えの提起について 

第１２ 予算議案第４号 令和４年度いちき串木野市一般会計補正予算（第４号） 

第１３ 予算議案第５号 令和４年度いちき串木野市一般会計補正予算（第５号） 

追加日程第１ 意見書案第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 

第１４ 議案第４６号 令和３年度いちき串木野市一般会計決算認定について 

第１５ 議案第４７号 令和３年度いちき串木野市国民健康保険特別会計決算認定について 

第１６ 議案第４８号 令和３年度いちき串木野市地方卸売市場事業特別会計決算認定について 

第１７ 議案第４９号 令和３年度いちき串木野市介護保険特別会計決算認定について 

第１８ 議案第５０号 令和３年度いちき串木野市後期高齢者医療特別会計決算認定について 

第１９ 議案第５１号 令和３年度いちき串木野市水道事業剰余金の処分について 

第２０ 議案第５２号 令和３年度いちき串木野市水道事業会計決算認定について 

第２１ 議案第５３号 令和３年度いちき串木野市下水道事業会計決算認定について 

第２２ 議案第５４号 いちき串木野市教育委員会委員の任命について 

第２３ 閉会中の継続審査について 

第２４ 閉会中の継続調査について 

第２５ 議員派遣について 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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本会議第４号（９月２０日）（火曜） 

 

 出席議員  １６名 

     １番  西 田 憲 智 君       ９番  大六野 一 美 君 

     ２番  田 畑 和 彦 君      １０番  東   育 代 君 

     ３番  高 木 章 次 君      １１番  中 里 純 人 君 

     ４番  江 口 祥 子 君      １２番  竹之内   勉 君 

     ５番  吉 留 良 三 君      １３番  下迫田 良 信 君 

     ６番  松 崎 幹 夫 君      １４番  原 口 政 敏 君 

     ７番  田 中 和 矢 君      １５番  福 田 清 宏 君 

     ８番  中 村 敏 彦 君      １６番  濵 田   尚 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員   なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  岡 田 錦 也 君   主       査  岩 下 麻 衣 君 

補       佐  石 元 謙 吾 君   主       査  福 谷 和 也 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  中 屋 謙 治 君   財 政 課 長  宮 口 吉 次 君 

副   市   長  出 水 喜三彦 君   市 来 支 所 長  橋 口 昭 彦 君 

教   育   長  相 良 一 洋 君   教 育 総 務 課 長  瀬 川   大 君 

総 務 課 長  山 﨑 達 治 君   消   防   長  谷 口 浩 貴 君 

企 画 政 策 課 長  北 山   修 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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令和４年９月20日午前10時01分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（濵田 尚君） これより本日の会議を開き

ます。 

────────────── 

   △報  告 

○議長（濵田 尚君） まず、報告いたします。 

 監査委員から報告のあった７月分の例月出納検査

の結果及び監査報告第２号並びに市長から報告のあ

った令和３年度いちき串木野市健全化判断比率につ

いて、及び令和３年度いちき串木野市資金不足比率

についての写しをお手元に配付してあります。 

────────────── 

   △日程第１～日程第13 

         議案第39号～予算議案第５号一

括上程 

○議長（濵田 尚君） それでは、日程第１、議案

第39号から日程第13、予算議案第５号までを一括し

て議題とします。 

 まず、総務厚生委員長の報告を求めます。 

   ［総務厚生委員長福田清宏君登壇］ 

○総務厚生委員長（福田清宏君） おはようござい

ます。 

 私ども総務厚生委員会に付託されました案件は、

単行議案３件、予算議案４件、請願１件、陳情１件

及び継続審査の陳情２件の計11件であります。 

 去る９月８日に委員会を開催し、陳情１件及び継

続審査の陳情２件を除き審査が終了しましたので、

その審査経過の概要と結果について御報告申し上げ

ます。 

 まず、議案第39号いちき串木野市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てであります。 

 本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の

一部改正に伴い、人事院規則の改正に準じ、育児休

業などを取得しやすい環境を整備するため、改正し

ようとするものであります。 

 説明によりますと、育児・介護休業法の改正が令

和３年６月に行われ、出生直後の柔軟な育児休業の

枠組みの創設、育児休業の取得回数の変更、個別周

知・意向確認の義務付けのほか、非常勤職員の取得

要件の緩和などが行われた。 

 この法律改正を踏まえ、地方公務員の育児休業等

に関する法律の一部改正が行われ、育児休業の取得

回数の変更がなされた。 

 今回の取得回数の変更に伴い、市職員の育児休業

等に関する条例等の主な改正内容については、一つ、

育児休業の取得手続の簡素化、二つ、周知事項・意

向確認、勤務環境整備の措置、三つ、非常勤職員

（会計年度任用職員）の育児休業等の要件などであ

る。また、この条例以外に妊娠・出産・育児等と仕

事の両立に関わる整備として、不妊治療の特別休暇

の創設のほか、職員の休暇や給与関係の規則改正を

行うとのことであります。 

 審査の中で、対象の職員が休みを取りやすい体制

を整備すべきではないかと質したところ、管理職を

含め、制度そのものを理解し、積極的に声かけをす

るなど取得しやすい環境づくりに努めていきたいと

の答弁であります。 

 その他、委員から非常によい条例改正なので、結

果的に民間企業にもつながっていくように、市役所

で積極的に利用してもらいたい旨の意見が述べられ

たのであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第40号高規格救急自動車の購入につい

てであります。 

 本案は、いちき串木野市消防本部の高規格救急自

動車の購入について、いちき串木野市議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条の規定により議会の議決を求められたもので

あります。 

 説明によりますと、今回の購入に当たり、去る７

月27日に指名競争入札を行い、その結果、購入価格

2,695万円で鹿児島市西千石町１番28号 鹿児島ト

ヨタ自動車株式会社、代表取締役 市坪文夫を落札

業者と決定し、仮契約を締結したとのことでありま

す。 
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 審査の中で、前回に比べて購入価格が安い理由は

何かと質したところ、今までは救急資機材について、

車両の更新と併せて一括更新していたが、今回は各

医療機器の使用頻度を勘案し、仕様書を見直し、個

別更新にしたとの答弁であります。 

 また審査の中で、救急自動車を更新するに当たっ

て何か計画や更新の基準はあるのかと質したところ、

走行距離が10万キロメートルまたは10年をめどに更

新しようと計画しているとの答弁であります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第41号消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）

の購入についてであります。 

 本案は、いちき串木野市消防団湊分団の消防ポン

プ自動車の購入について、いちき串木野市議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第３条の規定により議会の議決を求められたも

のであります。 

 説明によりますと、今回の購入に当たり、去る７

月27日に指名競争入札を行い、その結果、購入価格

2,387万円で鹿児島市松原町12番32号 鹿児島森田

ポンプ株式会社代表取締役 尾曲昭二を落札業者と

決定し、仮契約を締結したとのことであります。 

 審査の中で、走行距離が少ないことや財政が厳し

い状況を考えればもっと長く使用すべきではないか

と質したところ、これまで消防団のポンプ車の購入

基準を20年としてきたが、今回は５年延ばして25年

で更新している。今後は部品の調達等も考慮して更

新していくとの答弁であります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、予算議案第４号令和４年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第４号）中、委員会付託分につ

いてであります。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ６億8,110万3,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ176億7,826万9,000円と

するほか、第２条で地方債の補正をするものであり

ます。 

 それでは、まず、歳入の主なるものについて申し

上げます。 

 19款繰越金は、前年度繰越金５億5,175万4,000円

の追加であります。 

 21款市債6,820万円は、過疎対策事業債、緊急防

災・減災事業債、土地改良事業債、道路整備事業債

の追加によるものであります。なお、今回の補正に

より令和４年度末の市債残高は180億3,391万6,000

円の見込みとなり、そのうち59.2％が交付税措置さ

れる見込みであります。 

 次に、歳出の主なるものについて申し上げます。 

 ２款総務費１項５目財産管理費の市債管理基金積

立金４億円の計上は、地方財政法第７条の規定に基

づき、令和３年度決算の実質収支額７億8,642万

9,000円の２分の１以上の額を今回、市債管理基金

に積み立てるものであります。なお、今回の補正に

より、今年度末の市債管理基金残高を19億1,105万

1,000円と見込んでいるとのことであります。 

 ３款民生費１項３目老人福祉費の認知症高齢者等

見守り事業33万4,000円の計上は、位置情報アプリ

を活用して徘徊者の見守り体制を構築し、認知症に

なっても暮らしやすい地域づくりを目指そうとする

ものであります。 

 説明によりますと、事業の周知及び専用アプリの

普及については、徘徊見守りＳＯＳネットワーク協

議会の委員や構成員、市内の医療・介護施設職員、

民生委員、在宅福祉アドバイザー、市職員にお願い

するほか、出前講座や認知症サポーター養成講座等

を通じて、広く市民に認知症の理解を深めてもらい

ながら、認知症の方に優しい地域づくりの一環とし

て、アプリの登録を周知していきたいとのことであ

ります。 

 審査の中で、登録手続は誰でもよいのかと質した

ところ、ケアマネジャー、御家族、民生委員あるい

は近隣の方でも構わない。特に認知症という診断が

なくても、そのおそれがあれば登録が可能となって

おり、現在、男性15人、女性29人の計44人が登録し

ているとの答弁であります。 

 同じく２項２目児童運営費の保育所等におけるＩ

ＣＴ化推進事業300万円の計上は、保育士等の業務

の負担軽減を図るため、保育の周辺業務や補助業務、

保育に関する計画・記録や保護者との連絡、子ども

の登降園管理等の業務に係るＩＣＴ等を活用した業
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務システムの導入費用の一部を補助するものであり

ます。 

 説明によりますと、補助額は１施設当たり75万円

で、対象見込みは今回導入を予定している４園との

ことであります。 

 委員の中から、保育士の方々の意識の向上を図っ

た上でシステムの導入をしていただきたいとの意見

が述べられたのであります。 

 ９款消防費１項２目消防団費の消防団救助能力向

上資機材緊急整備事業211万円の計上は、災害時に

おける消防団の効率的な救助活動を図るため、トラ

ンシーバーとＡＥＤを整備するものであります。 

 同じく３目の消防施設費の消防庁舎改修事業220

万円の計上は、感染症流行時においても適切に業務

が継続できるように、消防庁舎における感染防止対

策のため、施設及び設備を整備・改修する実施設計

を行うものであります。 

 次に、第２条地方債の補正は、今回の補正予算に

伴い、過疎対策事業債をはじめ、四つの事業債の限

度額を変更するものであります。 

 本案中、委員会付託分は全会一致で原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 次に、国特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ613万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ39億1,549万1,000円とするもの

であります。 

 補正の内容は、歳出において、１款総務費１項１

目一般管理費の国保事業報告システム改修経費16万

5,000円の計上は、未就学児均等割保険料負担金の

創設に伴うシステム改修費用であります。 

 ８款諸支出金１項３目償還金の県支出金返還金

596万7,000円は、令和３年度特定健康診査等負担金

の精算に伴い、追加するものであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、介特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

であります。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１億1,424万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ38億8,348万3,000円とするも

のであります。 

 補正の内容は、歳出において、１款総務費１項１

目一般管理費の介護保険システム改修費８万8,000

円の計上は、臨時の介護報酬改定に対応するための

システム改修費用であります。 

 ７款諸支出金１項２目償還金の国庫・県支出金・

支払基金交付金・一般会計繰入金返還金１億1,415

万2,000円の追加は、令和３年度介護給付費等の精

算に伴い、返還するものであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、後特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついてであります。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ237万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ５億2,286万6,000円とするもの

であります。 

 補正の内容は、歳出において、２款後期高齢者医

療広域連合納付金１項１目後期高齢者医療広域連合

納付金234万4,000円の追加は、令和３年度会計の出

納閉鎖期間中に徴収した令和３年度分の被保険者保

険料等を広域連合へ納付するものであります。 

 ３款諸支出金１項２目償還金の一般会計繰入金返

還金３万円の計上は、令和３年度の一般会計からの

事務費繰入金の精算に伴い、返還するものでありま

す。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、請願第３号地方財政の充実・強化を求める

請願についてであります。 

 本件は、いちき串木野市別府3,672、上迫田守氏

から提出されたものであります。 

 請願の趣旨は、地方公共団体は少子高齢化の進展

に伴う子育て、医療・介護などの社会保障制度の整

備や環境対策、デジタル化への対応も求められてい
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る。こうした地方への財源対応について、政府は

2021年度の地方一般財源水準を2024年度まで確保す

るとしているが、増大する行政需要に十分対応でき

るのか、大きな不安があることから、2023年度の政

府予算と地方財政の検討に当たっては、コロナ禍へ

の対応も勘案しながら、歳入歳出を的確に見積り、

地方財政の確立を目指すよう求めるものであります。 

 こうした観点から人口減少対策など増大する地方

自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地

方一般財源の確保を図ること。地域医療の確保、児

童虐待防止など、急増する社会保障ニーズが自治体

の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独

事業分を含めた十分な社会保障経費の拡充を図るこ

と。また、地方交付税の法定率を引き上げるなど、

臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取り組

むことなどについて、国に対し意見書の提出を求め

るものであります。 

 本件は、全会一致で採択すべきものと決しました。 

 以上で、総務厚生委員会に付託されました案件に

ついて、審査経過の概要と結果についての報告を終

わります。 

○議長（濵田 尚君） これから総務厚生委員長の

報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 これより討論・採決に入りますが、予算議案第４

号については、２常任委員長の報告に対する質疑を

終結するまで保留しますので、御了承願います。 

 まず、議案第39号いちき串木野市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第40号高規格救急自動車の購入につい

て、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、議案第41号消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）

の購入について、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、国特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、介特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市介護保険特別会計補正予算（第１号）について、

討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま
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す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、後特予算議案第２号令和４年度いちき串木

野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、請願第３号地方財政の充実・強化を求める

請願について、討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は採択であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は採択されました。 

 次に、産業教育委員長の報告を求めます。 

   ［産業教育委員長吉留良三君登壇］ 

○産業教育委員長（吉留良三君） おはようござい

ます。報告いたします。 

 私ども産業教育委員会に付託されました案件は、

単行議案４件、予算議案２件の計６件であります。 

 去る９月９日に委員会を開催し、審査が終了しま

したので、その審査経過の概要と結果について御報

告申し上げます。なお、審査に先立ち、付託案件に

関する現地調査を実施したところであります。 

 まず、議案第42号いちき串木野市農村交流施設条

例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 本案は、原子力災害対策特別措置法による原子力

事業所災害対策支援拠点候補地として、九州電力株

式会社に譲渡するため、荒川コミュニティ広場を廃

止しようとするものであります。 

 審査の中で、広場は今後どのような使い方をされ

るのかと質したところ、管理については九州電力株

式会社が行うが、地域住民はこれまでどおり公園と

して利用することは可能である。また、後方支援拠

点として、プレハブ小屋２棟の設置とヘリポートの

整備をしたいと聞いているとの答弁であります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第43号土地の売払いについてでありま

す。 

 本案は、荒川コミュニティ広場の土地を売り払う

ことについて、いちき串木野市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定により、議会の議決を求められたものであり

ます。 

 説明によりますと、所在地はいちき串木野市荒川

3,349番ほか26筆で面積は１万4,501平方メートル。

売払い金額は3,108万7,256円、契約の相手方は九州

電力株式会社で原子力事業所災害対策支援拠点候補

地として使用することを条件としているとのことで

あります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第44号財産の無償譲渡についてであり

ます。 

 本案は、荒川コミュニティ広場の物件を無償譲渡

することについて、地方自治法第96条第１項第６号

の規定により、議会の議決を求められたものであり

ます。 

 説明によりますと、譲渡物件はトイレと東屋で、

譲渡の相手方は九州電力株式会社。トイレについて

は国庫補助金を活用し整備したものであるため、令

和17年３月31日までトイレとして使用することが条

件となっているとのことであります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 
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 次に、予算議案第４号令和４年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第４号）中、委員会付託分につ

いてであります。 

 それでは、歳出の主なるものについて申し上げま

す。 

 ５款労働費１項１目労働諸費は、雇用対策事業34

万7,000円の計上であります。 

 説明によりますと、高校生などの地元就労支援を

目的に市内企業ＰＲ活動を行うためのモニター機器

購入経費で、財源は雇用対策寄附金30万で、さつま

日置農協からの寄附金とのことであります。 

 審査の中で、具体的な活用方法を質したところ、

基本的には串木野庁舎のロビーにモニターを設置し、

市民や来庁者に向けて、いちき串木野商工会議所青

年部が作成する市内企業への就労ＰＲ動画を流そう

と考えている。また、高校生向けの企業説明会の際

などにも活用したいとの答弁であります。 

 その他、委員から、先進地行政視察を行った岡山

県津山市でも同様の取組があり、高校生が就職する

側の視点で各企業を取材してＰＲ動画を作ることで

相当効果が出ているようなので、そういったことも

検討したらどうかとの意見が述べられたのでありま

す。 

 ６款農林水産業費１項３目農業振興費は、かごし

まの農業未来創造支援事業1,016万4,000円と新規就

農者育成総合対策事業114万5,000円の計上でありま

す。 

 説明によりますと、かごしまの農業未来創造支援

事業は、農業の未来を担う新規就農者を確保・育成

するため、就農後の機械・施設等の導入を支援する

もので、49歳以下の認定新規就農者２名に対し補助

する総事業費は1,481万4,800円で、負担割合は国が

２分の１、県が４分の１、農業者４分の１とのこと

であります。 

 審査の中で、２名の対象者はどのような作物に取

り組んでいるのかと質したところ、１人は現在、レ

ンコンを作られており、今後規模を拡大したいとの

こと。もう１人は水稲栽培を中心に施設野菜や露地

野菜などの取組を始めているとの答弁であります。 

 また、新規就農者育成総合対策事業は農業就業人

口が減少する中、認定新規就農者を確保・育成する

もので、市の人・農地プランに位置づけされている

認定新規就農者に対し、就農に向けた経営開業資金

を月12.5万円、最大３年間支給するとのことであり

ます。 

 同じく、５目畜産業費は、配合飼料価格高騰対策

緊急支援事業130万円の計上であります。 

 説明によりますと、トウモロコシや大豆等の国際

価格の上昇等に加え、原油価格の上昇や円安傾向を

背景に国内の配合飼料価格が高騰している中、畜産

経営に及ぼす影響を緩和するため、配合飼料価格安

定制度における生産者積立金の一部を支援するもの

であります。 

 補助対象者は市内契約畜産農家29戸で、助成内容

は生産者積立金１トン当たり600円のうち、３分の

１の200円とのことであります。 

 同じく、６目農業施設維持費は、尻塞川水門改修

事業2,800万円の追加であります。 

 説明によりますと、尻塞川水門改修事業は神村学

園周辺地域の浸水対策として、水門横に余水吐きを

新設するとのことであります。 

 審査の中で、尻塞川水門改修工事の具体的内容に

ついて質したところ、水門の横に縦２メートル、横

５メートルの余水吐きを設定し、波打ち際まで約

130メートルの水路を掘削していく。水路はコンク

リートなどで固めないため、今後の維持管理は計画

的な掘削作業を考えているとのことであります。 

 同じく、８目土地改良事業費は、農業農村整備事

業負担金の水利施設整備事業500万円の計上で、川

南排水機場ポンプ施設保全に係るゲート設備・建屋

補修工事に係る負担金であります。 

 同じく、２項４目林道費は、林道費（維持補修費）

435万円の追加で、林道中ノ平線等に係る側溝の補

修や路肩の維持補修費であります。 

 ７款商工費１項２目商工振興費は、新型コロナウ

イルス感染症対策時短要請協力金1,014万6,000円の

計上であります。 

 説明によりますと、令和４年１月27日から３月６

日までの期間、新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止策として、県の要請に応じ、営業時間短縮に協
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力した飲食店に対して、県から支給された協力金の

うち、市の負担分10分の１を計上するもので、対象

店舗数は91店舗とのことであります。 

 ８款土木費２項１目道路維持費は、道路維持費

（工事費等）5,600万円の追加であります。 

 説明によりますと、予定路線は島平野元線等の舗

装工事と戸崎線のほかの排水路工事及び旧国道線の

電柱移転に伴う補償費などとのことであります。 

 委員の中から、袴田地区の旧国道線の交差点は危

険な交差点の一つで、袴田の地域住民も改良を望ん

でいる。電柱移設や隅切りも対策の一つだが、根本

的な改良を検討していただきたいとの意見が述べら

れたのであります。 

 同じく、３目交通安全施設事業費は、交通安全施

設事業（工事費）600万円の追加で、山手線ほかの

点滅信号撤去に伴う舗装打換などの工事費でありま

す。 

 審査の中で、山手線の陣ヶ迫の交差点も非常に事

故が多く、今回、点滅信号の撤去に至ったが、警察

や公安委員会とどのような協議がなされたのかと質

したところ、道路管理者と地元の代表の方々も一緒

に立会いをして事故原因を調べたら、地形上、高い

ところに交差点があり、信号の見落としの事例もあ

った。一灯式信号は事故も多い傾向にあることから、

一旦停止の規制に移行していく流れである。それに

ついては、公安委員会が地元との協議を行い実施し

ていくとの答弁であります。 

 同じく、３項１目河川維持費は、河川維持費615

万円の追加で、オコン川等の護岸修繕や白浜川等の

寄州除去に伴う費用であります。 

 同じく、６項１目住宅管理費は、住宅リフォーム

事業補助金500万円の追加で、当初100件の申請を見

込んでいたが、申請状況から年間150件の申請を見

込んだ50件分の補助金であります。 

 10款教育費１項４目教育振興費は、教育支援セン

ター情報機器整備事業150万円の計上であります。 

 説明によりますと、教育支援センターにおけるＩ

ＣＴ教育環境を整えるため、児童生徒用のタブレッ

ト端末15台及び電源キャビネットを整備し、現在、

教育センターを利用している児童生徒がタブレット

端末を利用して、学習できる環境を整備するとのこ

とであります。 

 審査の中で、この教育支援センターに整備された

タブレットを使って学校側とネットワークをつない

で教育をするような計画があるのかと質したところ、

当面は教科書準拠のデジタル教材ドリルを用いた学

習や調べ学習等を考えている。支援員のＩＣＴ機器

活用の研修を進めていくことで、今後はオンライン

授業も可能になるのではないかと考えているとの答

弁であります。 

 同じく２項１目学校管理費は、小学校空調設備改

修事業1,300万円の計上であります。 

 説明によりますと、小学校空調設備改修事業は平

成11年度建設以来23年が経過し、経年劣化により故

障した串木野小学校の図書室５台とパソコン室４台

の埋込式の空調設備を取替え工事するとのことであ

ります。 

 本案は、付託分について、全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第45号補償金返還請求の訴えの提起に

ついてであります。 

 本案は、都心平江線道路改良事業における補償金

返還請求の訴えを提起するため、地方自治法第96条

第１項第12号の規定により議会の議決を求められた

ものであります。 

 説明によりますと、都心平江線道路改良事業にお

ける庭石等の移転に係る契約において、契約の相手

方が土地所有者による立入りの条件等から移転を完

了せず、債務不履行による前払金の返還に応じない

ことから補償金返還請求の訴えを提起するものであ

ります。 

 なお、契約の相手方とは令和２年６月29日に移転

期限を令和３年３月31日として契約を結び、併せて、

庭石等を移転する際に、土地の立入りの条件など土

地所有者との協議に考慮して、移転期限延長の覚書

を締結しているとの説明であります。 

 審査の中で、このような案件がなぜ今回、突然、

提案されたのか。６月の時点で分かっていたはずな

のに、なぜ議会にその経過報告はされなかったのか

と質したところ、契約の移転期限は令和３年３月31
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日までとしていたが、その後、予算上の繰越手続を

経て１年間延ばした期限が令和４年３月31日までと

考えていた。その後、契約の相手方へ補償金返還請

求の文書を送付し、８月13日に直接面接も行ったが、

本人に返還の意思がないということが確認されたた

め、今回、９月議会に提案させていただいた。非常

に大きな物事であることから、報告をしながら進め

ていくべきであった。今後、気を付けるとの答弁で

あります。 

 また、覚書には移転期日が明記されていないので、

期限についてはお互いに認識の違いがあるのではな

いかと質したところ、訴訟になれば移転期日が争点

の一つになるのではとの見解もあるが、社会通念上、

一切の期限がない覚書という想定はしにくい。市と

しては、繰越予算の執行期限である令和４年３月31

日を一つの区切りとして考えているとの答弁であり

ます。 

 また、しっかり政治判断をして、裁判や収用手続

等々をしながら前に進まないと解決のめどがつかな

いのではと質したところ、公共工事を実施するには

適正な補償基準を使って進めることが公平性を踏ま

える上でも基本と思っている。このような状況を前

に進めるためにも、収用や裁判を早期に判断し、前

に進めていきたいとの答弁であります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、予算議案第５号令和４年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第５号）についてであります。 

 ８款土木費１項１目土木総務費の都心平江線に係

る訴訟経費70万円は、都心平江線に係る訴訟のため

の顧問弁護士委託料の計上であります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 以上で、産業教育委員会に付託されました案件に

ついて、審査経過の概要と結果についての報告を終

わります。 

○議長（濵田 尚君） これから産業教育委員長の

報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 まず、議案第42号いちき串木野市農村交流施設条

例の一部を改正する条例の制定について、討論はあ

りませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第43号土地の売払いについて、討論は

ありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、議案第44号財産の無償譲渡について、討論

はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、議案第45号補償金返還請求の訴えの提起に

ついて、大六野一美議員の発言を許します。 

○９番（大六野一美君） 私は議案第45号補償金返

還請求の訴えの提起について、反対の立場で討論を

いたします。 

 この問題は平江橋が完成してから２年になろうと
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しているにも関わらず、橋梁取付部の地権者との折

り合いがつかず、補償金の一部支払い済みの384万

円を返還を求めるという内容であります。 

 評価額と提示額に大きく差異があり、収用委員会

に提起するには評価額でないと適用されないのであ

ろうという思いから今回提案されたものであります。 

 父親との交渉は100回以上重ねたと聞いておりま

すけれども、なぜこういう状況になったのかも含め

精査する必要があります。 

 まず第一に、平江橋を建設するに当たり橋梁部前

後の地権者の交渉が完全に済んでいない中、見切り

発車したところに大きな問題があると想定をいたし

ます。この問題では親子で裁判をするなど、家庭内

での亀裂も発生をしているようであります。 

 いずれにしましても、まずどこに大きな問題があ

ったのか。しっかりと過去のプロセスを含めて精査

をする必要があるという思いと、二元代表制の一翼

を担う１人の議員としてこのまま見逃すことはでき

ないという思いで反対討論をいたしております。 

 息子さんとは提示額が評価額と違うといえども、

行政が提示をした額で本人は納得をしているわけで

すから、それを期限が云々ということで返還請求す

るという道理は我々の民間感覚からして当然、理解

し得ない大きな見解の相違を感じます。 

 そういう意味で私はこの案件はもう一回引き戻し

て、しっかりと協議をする必要があるという思いが

いたしておりますので、反対をいたすわけですけれ

ども、これから収用委員会やあるいはその後のこと

等々を考えると、いろんなことが想定をされます。

その責任については、当然、現執行部でしっかりと

対応できるように、責任を持って前へ進めていくと

いうことこそが彼らの責任であるという思いを伝え

て、反対討論といたします。 

○議長（濵田 尚君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） ほかに討論なしと認め、起

立採決いたします。 

 本案を可決することに賛成の方の起立を求めます。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（濵田 尚君） 起立多数であります。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、保留いたしておりました予算議案第４号に

ついて、討論・採決に入ります。 

 予算議案第４号令和４年度いちき串木野市一般会

計補正予算（第４号）について、討論はありません

か。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する２常任委員長の報告は、いずれも可

決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、予算議案第５号令和４年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第５号）について、討論はあり

ませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩いたします。議員全員協議会を開

きますので、議員の方々は議員控室にお集まりくだ

さい。 

             休憩 午前10時51分 

             ───────── 

             再開 午前11時03分 

○議長（濵田 尚君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 お諮りします。 

 ただいま総務厚生委員長から、意見書案第３号地

方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

が提出されました。 
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 この際、これを日程に追加し、追加日程第１とし

て議題としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第３号地方財政の充実・強

化を求める意見書の提出についてを日程に追加し、

議題とすることに決定しました。 

────────────── 

   △追加日程第１ 意見書案第３号 

○議長（濵田 尚君） 追加日程第１、意見書案第

３号地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に

ついてを議題とします。 

 総務厚生委員長に趣旨説明を求めます。 

   ［総務厚生委員長福田清宏君登壇］ 

○総務厚生委員長（福田清宏君） ただいま議題と

されました意見書案第３号地方財政の充実・強化を

求める意見書の提出について、趣旨説明を申し上げ

ます。 

 いま、地方公共団体は急激な少子高齢化の進展に

伴う子育てや医療・介護など社会保障制度の整備、

また、人口減少下における地域活性化対策や脱酸素

化を目指した環境対策、行政のデジタル化推進、新

型コロナウイルスや近年多発している大規模災害へ

の対応など、極めて多岐にわたる役割が求められて

おり、これらに対応するための地方財政について、

政府は骨太方針2021において、2021年度の地方一般

財源水準を2024年度まで確保するとしていますが、

それをもって増大する行政需要に十分対応し得るの

か、大きな不安が残されています。 

 このため、2023年度の政府予算と地方財政の検討

に当たっては、コロナ禍への対応も勘案しながら、

歳入歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を目指

すことが重要な課題であります。 

 このようなことから、政府関係機関に対し、次の

事項を求める意見書を提出しようとするものであり

ます。 

 １、社会保障、防災、環境、地域交通、人口減少、

デジタル化対策など、増大する地方自治体の財政需

要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源の確

保を図ること。 

 ２、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防

止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニ

ーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることか

ら、地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の

拡充を図ること。また、これら分野の人材確保のた

めの自治体の取組を支える財源措置を講じること。 

 ３、新型コロナウイルス対策として、ワクチン接

種体制の確保、感染症対応業務のみに限定しない保

健所の体制・機能の強化、その他の新型コロナウイ

ルス対策事業、さらには地域経済の活性化まで踏ま

えた十分な財源措置を図ること。 

 ４、自治体情報システムの標準化に向け、地域デ

ジタル社会推進費に相当する財源を継続して確保す

ること。また、デジタル化が定着していく過渡期に

おいて生じる行政需要についても、人材・財源も含

めた対応を行うこと。 

 ５、「まち・ひと・しごと創生事業費」として確

保されている１兆円については、持続可能な地域社

会の維持・発展に向けて恒久的な財源とすること。

また、引き続き同規模の財源確保はもとより、拡充

を含めて検討すること。 

 ６、2020年度から始まった会計年度任用職員制度

においては、今後も当該職員の処遇改善が求められ

ることから、引き続き所要額の調査を行い、財政需

要を十分に満たすこと。 

 ７、地方交付税の法定率を引き上げるなど、引き

続き、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に

取り組むこと。なお、地域間の財源偏在性の是正に

向けては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に

国税から地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な

改善を行うこと。 

 また、コロナ禍対策として実施された固定資産税

の軽減措置については、地方の財政運営の予見性を

損なうことから、2022年度をもって終了し、今後、

税制度の変更等を検討する際は地方団体の意見を考

慮し、慎重に行うこと。 

 ８、特別交付税の配分に当たり、諸手当の支給水

準が国の基準を超えている自治体に対する減額措置

を行わないこと。 
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 ９、森林環境譲与税については、より林業需要の

高い自治体への譲与額を増大するよう、その譲与基

準を見直すこと。 

 10、地方交付税の財源保障機能・財源調整機能の

強化を図り、市町村合併の算定特例の終了への対応

や小規模自治体に配慮した段階補正の強化など、対

策を講じること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により提案いたし

ます。 

 よろしく御賛同を賜りますようお願い申し上げ、

趣旨説明とさせていただきます。 

○議長（濵田 尚君） これから質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論・採決に入ります。 

 討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議あり

ませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────── 

   △日程第14～日程第21 

         議案第46号～議案第53号一括上

程 

○議長（濵田 尚君） 次に、日程第14、議案第46

号及び日程第21、議案第53号までを一括して議題と

します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。 

   ［市長中屋謙治君登壇］ 

○市長（中屋謙治君） 本日、新たに提案いたしま

した決算認定議案につきまして、提案理由の説明を

申し上げます。 

 令和３年度一般会計及び特別会計の決算について

は、先に会計管理者から決算書の提出がありました

ので、監査委員の審査に付し、地方自治法第233条

第３項の規定に基づき、議会の認定を得るため提案

するものであります。 

 令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響を

受け、全国的に経済の回復が遅れる中、輸入資源価

格高騰や人口減少・少子高齢化の加速、災害の頻発

化・激甚化など、多くの難局が押し寄せる厳しい状

況にありました。 

 そのため、国は生活と経済を守るため、経済社会

構造を変化に対して、より強靱で持続可能なものに

変革する「新しい資本主義」を掲げ、成長と分配の

好循環を実現し、経済を自律的な成長軌道に乗せよ

うとしているところであります。 

 また、「経済あっての財政」の考え方の下、経済

再生による財政健全化に取り組み、持続可能な経済

財政運営を行うとしております。 

 本市においても、今後の経済社会を見据えた地方

創生の推進により個性と活力ある地域経済に再生し、

次世代に持続可能な財政基盤を引き渡していくため、

行財政改革を進めつつ、重点的・効率的に施策を推

進してまいりました。 

 令和３年度の本市の主要事業としましては、新型

コロナウイルス感染症から市民の健康や生活、地域

経済・雇用を守るため、ワクチン接種の推進や職場、

学校、飲食店等における感染拡大防止品の整備のほ

か、子育て世帯や住民税非課税世帯に対する給付金

の給付、２回のプレミアム付商品券発行による事業

継続支援、ＳＮＳを活用したクーポン発行、緊急支

援金の給付など各種事業を実施し、安心して暮らせ

るまちづくりに取り組みました。 

 また、新工業団地の適地候補地の選定、サテライ

トオフィスの整備などにより、産業基盤の整備及び

新しい働き方の創出に取り組んだほか、防災対策と

して、近年頻発するゲリラ豪雨に対応するための雨

水管理対策に取り組み、併せて、はしご付自動車の

更新など、消防施設の充実を図ったところでありま

す。 

 少子化対策・子育て支援の事業としては、子育て

支援センター等を中心として、子育て情報の発信や

切れ目ない支援策の実施、ＧＩＧＡスクール構想に

基づく公立小・中学校への電子黒板の整備など、教
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育環境の充実にも努めました。 

 さらに、マイナンバーカード取得の推進や各種証

明書などのコンビニ交付開始など、行政手続のデジ

タル化や住宅リフォーム事業補助金など、市民生活

の各面にわたる事業を実施したほか、企業誘致、ふ

るさと納税推進を図り、おおむね所期の成果を収め

た上で令和３年度全ての会計において収支の均衡を

保つことができました。 

 本市の財政は今後も厳しい状況が見込まれます。

人口減少、少子高齢化、輸入資源価格高騰等による

影響を受けつつも、市民の質的満足度を高め、ポス

トコロナの経済社会に的確に対応していく必要があ

り、戦略的な取組が求められております。 

 また、今後の財政運営に当たりましては、これま

で以上に事業の選択と集中に取り組むとともに、社

会変革を的確に捉え、国・県の動向等を見極めなが

ら、官民一体となって対応する必要があります。 

 市民の皆様への行政サービスを安定的に提供して

いくため、引き続き行財政改革を進め、持続可能な

自治体として健全財政を堅持していく考えでありま

す。 

 今後とも市議会並びに市民の皆様の御理解と御協

力をお願いいたします。 

 それでは、各会計の決算状況について説明を申し

上げます。 

 まず、議案第46号令和３年度いちき串木野市一般

会計決算認定について申し上げます。 

 決算の収支状況は、収入済額188億2,833万2,664

円、支出済額180億165万7,213円で、歳入歳出差引

額は８億2,667万5,451円となりますが、繰越明許費

繰越額を差し引きますと、実質収支額は７億8,642

万9,451円となります。 

 令和３年度の歳入決算額は予算現額に対し、10億

8,147万4,336円の減、前年度と比較すると13.4％の

減で、国庫支出金、寄附金、市債が大幅な減となっ

ております。 

 歳出では５億5,378万円を翌年度に繰り越して、

13億5,436万9,787円の不用額が生じ、歳出決算額は

前年度と比較すると14.3％の減であります。 

 性質別の増減を見ますと、義務的経費は住民税非

課税世帯等に対する臨時特別給付金等新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けた家計への支援等に伴い、

扶助費が増となり、公債費も増となっております。

投資的経費の普通建設事業費は、麓土地区画整理事

業や市役所庁舎改修事業の終了等に伴い、補助費等

は特別定額給付金の終了に伴い、それぞれ減となっ

ております。 

 次に、議案第47号令和３年度いちき串木野市国民

健康保険特別会計決算認定について申し上げます。 

 決算の収支状況は、収入済額41億7,288万7,333円、

支出済額40億6,817万549円で、歳入歳出差引額は１

億471万6,784円となります。 

 令和３年度は引き続き、生活習慣病重症化予防対

策や地区単位で受診率向上を目指す健康づくり事業

を行うなど、保健事業に重点的に取り組み、医療費

の抑制を図るとともに、国民健康保険税の収納率向

上に努めております。 

 次に、議案第48号令和３年度いちき串木野市地方

卸売市場事業特別会計決算認定について申し上げま

す。 

 決算の収支状況は、収入済額、支出済額ともに７

万7,660円で歳入歳出同額であります。市場の卸売

業者である串木野青果株式会社につきましては、令

和４年６月30日をもって事業を廃止されており、現

在、今後の施設の活用方法等について検討している

ところであります。 

 次に、議案第49号令和３年度いちき串木野市介護

保険特別会計決算認定について申し上げます。 

 決算の収支状況は、収入済額37億5,375万8,479円、

支出済額35億7,629万7,041円で、歳入歳出差引額は

１億7,746万1,438円となります。 

 令和３年度は引き続き、介護予防・日常生活支援

総合事業として、高齢者元気度アップポイント事業

及びころばん体操などを行うとともに、在宅医療・

介護の連携推進や生活支援コーディネーターの配置

など、地域包括ケアシステムの構築を図る取組を実

施しております。 

 次に、議案第50号令和３年度いちき串木野市後期

高齢者医療特別会計決算認定について申し上げます。 

 決算の収支状況は、収入済額４億7,858万2,668円、
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支出済額４億7,620万7,222円で、歳入歳出差引額は

237万5,446円となります。 

 次に、企業会計の決算について説明を申し上げま

す。 

 まず、議案第51号令和３年度いちき串木野市水道

事業剰余金の処分についてであります。 

 決算により生じた剰余金を処分することについて、

地方公営企業法第32条第２項の規定により、議会の

議決を求めるものであります。 

 処分の内容は、当年度未処分利益剰余金のうち、

当年度分純利益4,635万5,044円を減債積立金に積み

立てるものであります。 

 次に、決算認定について説明を申し上げます。 

 企業の決算につきましては、監査委員の審査に付

し、地方公営企業法第30条第４項の規定に基づき、

議会の認定を得るため、提案するものであります。 

 議案第52号令和３年度いちき串木野市水道事業会

計決算認定について申し上げます。 

 水道事業会計の収支状況は、収益的収支において、

収益的収入額６億4,599万3,776円、収益的支出額５

億9,963万8,732円、収支差引4,635万5,044円の当年

度純利益を生じております。 

 資本的収支は、資本的収入額２億3,945万3,870円、

資本的支出額５億5,301万2,854円で、収支差引３億

1,355万8,984円の収入不足となり、この不足額は当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額並び

に過年度分及び当年度分の損益勘定留保資金をもっ

て補填しました。 

 令和３年度は住吉町、中組地区等の配水管布設替

工事、耐震化事業などを実施しております。 

 次に、議案第53号令和３年度いちき串木野市下水

道事業会計決算認定について申し上げます。 

 下水道事業会計の収支状況は、収益的収支におい

て、収益的収入額５億6,874万7,180円、収益的支出

額５億4,498万7,334円、収支差引2,375万9,846円の

当年度純利益を生じております。 

 資本的収支は、資本的収入額２億5,676万2,498円、

資本的支出額４億3,062万4,256円で、収支差引１億

7,386万1,758円の収入不足となり、この不足額は当

年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額並びに

過年度分及び当年度分損益勘定留保資金をもって補

填しました。 

 令和３年度は串木野クリーンセンターの汚泥処理

施設改良工事やストックマネジメント計画の調査業

務委託などを実施しております。 

 以上で説明を終わりますが、よろしく御審議の上、

認定及び議決してくださいますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（濵田 尚君） これから質疑に入ります。 

 まず、議案第46号令和３年度いちき串木野市一般

会計決算認定について、質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第47号令和３年度いちき串木野市国民

健康保険特別会計決算認定について、質疑はありま

せんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第48号令和３年度いちき串木野市地方

卸売市場事業特別会計決算認定について、質疑はあ

りませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第49号令和３年度いちき串木野市介護

保険特別会計決算認定について、質疑はありません

か。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第50号令和３年度いちき串木野市後期

高齢者医療特別会計決算認定について、質疑はあり

ませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第51号令和３年度いちき串木野市水道

事業余剰金の処分について、質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第52号令和３年度いちき串木野市水道

事業会計決算認定について、質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第53号令和３年度いちき串木野市下水

道事業会計決算認定について、質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 質疑なしと認め、これで質

疑を終結します。 

 ここでお諮りします。 

 ただいま議題となっている議案第46号から議案第

53号までの議案８件については、議長及び竹之内勉

監査委員を除く議員14名で構成する決算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、閉会中の継続審査

とすることにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第46号から議案第53号までの議

案８件については、議長及び竹之内勉監査委員を除

く議員14名で構成する決算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、閉会中の継続審査とすることに決

定しました。 

 ここで暫時休憩します。議員の皆様は議員控室に

お入りください。執行部の皆様はしばらく議場内で

お待ちください。 

             休憩 午前11時28分 

             ───────── 

             再開 午前11時42分 

○議長（濵田 尚君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 休憩中に決算審査特別委員会を開催し、決算審査

特別委員会委員長に松崎幹夫議員が、副委員長に中

里純人議員が選任されましたので、報告いたします。 

────────────── 

   △日程第22 議案第54号 

○議長（濵田 尚君） 次に、日程第22、議案第54

号を議題とします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。 

   ［市長中屋謙治君登壇］ 

○市長（中屋謙治君） 本日、新たに提案いたしま

した議案につきまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 議案第54号いちき串木野市教育委員会委員の任命

についてであります。 

 本市の教育委員会委員に國料修兵氏を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により議会の同意を求めるもので

あります。 

 國料修兵氏の履歴概要は別紙のとおりでありまし

て、人格、識見ともに優れ適任と認め、任命しよう

とするものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしく御審議の上、

同意してくださいますようお願い申し上げます。 

○議長（濵田 尚君） これから質疑に入ります。 

 議案第54号いちき串木野市教育委員会委員の任命

について、質疑はありませんか。 

○７番（田中和矢君） お尋ねいたします。 

 我が市では人口減少、少子高齢化に加え、昨年度

の出生数が約110人と、五、六年後の小学１年生の

数等などから小・中学校の統廃合、義務教育学校、

小中一貫校などの十分な議論、検討を真剣にやるべ

きであると思います。 

 したがいまして、非常に教育委員会が大事な役目

を担っております。 

 本年１月１日に就任されました出水喜三彦副市長

は、「今後、我が市は賢く変化していくことがまち

の未来を左右する」と挨拶されております。 

 この教育委員の選任に当たり、市長が推挙され、

任命したいとされている國料修兵氏の履歴を見ます

と、確かに様々な経験もおありでしょうが、教育関

係の経験をお持ちかなと若干心配する面もあります。 

 それともう１点は、現在、教育委員をなさってい

る方々が72歳、71歳。それで30ぐらい下がって、42

歳、この方は女性だそうです。今回の國料修兵さん

が41歳ということで、もう少し年齢の配慮はできな

かったのかなということと、女性の起用とか、そう

いったものはできなかったのかなというようなこと

も考えます。 

 市長が教育委員に推挙され、適任だと考えられる

理由や根拠をもう少し丁寧に詳しく説明していただ

けないでしょうか。 

 よろしくお願いいたします。 
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○市長（中屋謙治君） 提案をいたしております國

料修兵さんの履歴概要についてはお手元にお配りし

ているとおりでございます。昭和56年生まれ、現在

41歳という若さでございます。 

 数々の公職歴を記載いたしております。これまで

数々の公職を歴任されておられますが、様々な面に

おいて、國料さん自身が自分なりの意見や考えを持

って、そして、熱心に積極的に取り組まれるという

方だと思っております。特に教育分野に関しては、

高い関心を持ちの方と伺っております。 

 履歴にありますように、串木野青年会議所時代に

おきましては青少年委員長という職を歴任され、そ

のときに障がい者・健常者の連携、それから理解促

進というものを図るべきだ。その具体的な取組とし

て、市内の各小学校と養護学校、鹿児島聾学校、社

会福祉協議会などとその目的を達成するため、交流

キャンプ事業に取り組まれた。 

 繰り返しになりますが、何事にも自分なりの考え、

意見というものを持って、熱心に積極的に取り組ま

れるということを今回の教育委員として適任という

ことで提案をいたしているものでございます。 

○７番（田中和矢君） あと２点。年齢的なことと

男女の比率をお尋ねしたんですが、そのことにも少

し触れていただけないでしょうか。 

○市長（中屋謙治君） どういった趣旨で年齢を御

質問かよく理解いたしませんが、現在の教育委員は

４名のうち、男性２名、それから女性２名というこ

とで、そういった意味では男女の比率、特に偏って

いるということではないかと思っております。 

 それともう１点、年齢のことでございますが、議

員もおっしゃいましたように、これから大きな変革、

大きな改革が必要であろうと思っております。そう

いった意味では、若い方々の、現在、子育てをされ

てる方、こういった方の御意見というのを十分尊重

しながら取り組んでいくべきということでお願いを

したような次第でございます。 

○７番（田中和矢君） 分かりました。 

○議長（濵田 尚君） ほかに質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） ほかに質疑なしと認め、質

疑を終結します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっている議案第54号については、

会議規則第37条第３項の規定により、委員会への付

託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第54号については、委員会への

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論・採決に入ります。 

 議案第54号いちき串木野市教育委員会委員の任命

について討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 討論なしと認め、採決しま

す。 

 本案の採決は無記名投票で行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

   ［議場閉鎖］ 

○議長（濵田 尚君） ただいまの出席議員は15人

です。 

 投票用紙を配付させます。 

   ［投票用紙配付］ 

○議長（濵田 尚君） 投票用紙の配付漏れはあり

ませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

   ［投票箱確認］ 

○議長（濵田 尚君） 異状なしと認めます。 

 念のために申し上げます。 

 本案に賛成の議員は「賛成」と、反対の議員は

「反対」と記載してください。投票中、賛否の表明

しない投票及び賛否の明らかでない投票は、会議規

則第73条第２項の規定により、否とみなします。 

 記載所を設けてありますので、点呼に応じて投票

用紙に記載し、順次投票を願います。 

 点呼を命じます。 

   ［局長補佐氏名を点呼・各議員投票］ 

    １番  西 田 憲 智 議員 
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    ２番  田 畑 和 彦 議員 

    ３番  高 木 章 次 議員 

    ４番  江 口 祥 子 議員 

    ５番  吉 留 良 三 議員 

    ６番  松 崎 幹 夫 議員 

    ７番  田 中 和 矢 議員 

    ８番  中 村 敏 彦 議員 

    ９番  大六野 一 美 議員 

    10番  東   育 代 議員 

    11番  中 里 純 人 議員 

    12番  竹之内   勉 議員 

    13番  下迫田 良 信 議員 

    14番  原 口 政 敏 議員 

    15番  福 田 清 宏 議員 

○議長（濵田 尚君） 投票漏れはありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了します。 

 議場の閉鎖を解きます。 

   ［議場開鎖］ 

○議長（濵田 尚君） 開票を行います。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人に下

迫田良信議員、原口政敏議員を指名します。 

 両議員の立会いを願います。 

   ［開票・点検］ 

○議長（濵田 尚君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数15票。 

 これは、先ほどの出席議員数に符合しています。 

 そのうち、賛成 12票 

      反対 ３票です。 

 以上のとおり賛成多数であります。 

 したがって、本案は同意することに決定しました。 

────────────── 

   △日程第23 閉会中の継続審査について 

○議長（濵田 尚君） 次に、日程第23、閉会中の

継続審査についてを議題とします。 

 お手元に配付した申出書のとおり、閉会中の継続

審査の申出があります。 

 お諮りします。 

 申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに

御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、申出のとおり、閉会中の継続審査に

付することに決定しました。 

────────────── 

   △日程第24 閉会中の継続調査について 

○議長（濵田 尚君） 次に、日程第24、閉会中の

継続調査についてを議題とします。 

 お手元に配付した申出書のとおり、閉会中の継続

調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 申出のとおり、閉会中の継続調査に付することに

御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、申出のとおり、閉会中の継続調査に

付することに決定しました。 

────────────── 

   △日程第25 議員派遣について 

○議長（濵田 尚君） 次に、日程第25、議員派遣

についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 お手元に配付したとおり、議員派遣することに御

異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（濵田 尚君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣することに決定しました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

────────────── 

   △市長挨拶 

○議長（濵田 尚君） この際、市長から発言の申

出がありますので、これを許可します。 

   ［市長中屋謙治君登壇］ 

○市長（中屋謙治君） ９月議会閉会に当たり、御

挨拶を申し上げます。 

 一昨日、襲来いたしました台風14号は非常に強い

勢力を持ち、気象庁では過去に例がない危険な台風

として特別警報を発出し、最大限の注意が呼びかけ

られた台風でありました。各地で大きな被害が発生
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しているようでありますが、幸い本市においては、

今のところ、倒木被害や停電等の影響はあったもの

の大きな被害は確認されておりません。 

 被害に遭われました地域の皆様方に心からお見舞

いを申し上げたいと思います。 

 さて、去る８月29日に開会されました市議会定例

会が本日をもって最終日を迎えることとなりました。

今議会に提案いたしました全ての議案につきまして、

慎重に審議の上、議決していただき、誠にありがと

うございました。本会議並びに委員会において賜り

ました御意見等につきましては、今後の市政執行の

中で十分配慮して対処してまいる所存であります。 

 現在、新型コロナウイルスの感染者は減少傾向に

あるものの、依然として収束の見通しの立たない状

況が続いており、一方で食料、原油、エネルギー、

資材など、様々な物価が高騰しており、今後も予断

を許さない状況にあります。 

 本市においては、まず予算議決いただきました畜

産農家への支援策を急ぐとともに、今後、国が実施

予定としている低所得者への緊急支援事業をはじめ、

国、県などの各種経済対策と連動しながら、市内経

済の活性化、市民生活の向上に向けた取組を進めて

まいりたいと思います。 

 また、一般質問においては不登校問題の難しさ、

急速に進む少子化、人口減少への対応の在り方、さ

らには小・中学校再編計画への取組などについて集

中議論がありました。これらは様々な要因が絡み、

複雑で難しい問題ではありますが、本市においては、

よその町を超える深刻な状況にあると捉えており、

議員の皆様をはじめ、市民の皆様の声を大切にしな

がら、スピード感を持ってあらゆる方策を検討し、

その取組を急ぐことといたしております。 

 議員各位の大所高所からの一層の御指導、御助言

を賜りますとともに、市民の皆様方の御協力を賜り

ますようお願い申し上げ、挨拶といたします。 

────────────── 

   △閉  会 

○議長（濵田 尚君） これで、令和４年第５回い

ちき串木野市議会定例会を閉会します。 

         閉会 午後０時05分 
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地方財政の充実・強化を求める意見書 

 

 いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化の進展にともなう子育て、医療・介護など社会保障制度の

整備、また人口減少下における地域活性化対策、脱炭素化をめざした環境対策、あるいは行政のデジタル化

推進など、より新しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求められつつあります。 

 しかし、現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職場実態にある中、新型コロナウ

イルス、また近年多発している大規模災害への対応も迫られています。これらに対応するための地方財政に

ついて、政府は「骨太方針2021」において、2021年度の地方一般財源水準を2024年度まで確保するとしてい

ますが、それをもって増大する行政需要に十分対応し得るのか大きな不安が残されています。 

 このため、2023年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍への対応も勘案しながら、歳

入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を目指すよう、下記事項につき、地方自治法第99条に基づき国

に対して意見書を提出いたします。 

 

記 

 

１．社会保障、防災、環境、地域交通、人口減少、デジタル化対策など、増大する地方自治体の財政需要を

的確に把握し、これに見合う地方一般財源の確保を図ること。 

 

２．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニーズが

自治体の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の拡充を図

ること。また、これら分野の人材確保のための自治体の取組を支える財源措置を講じること。 

 

３．新型コロナウイルス対策として、ワクチン接種体制の確保、感染症対応業務のみに限定しない保健所の

体制・機能の強化、その他の新型コロナウイルス対策事業、さらには地域経済の活性化まで踏まえた十分

な財源措置を図ること。 

 

４．自治体情報システムの標準化に向け、地域デジタル社会推進費に相当する財源を継続して確保すること。

また、デジタル化が定着していく過渡期において生じる行政需要についても人材・財源を含めた対応を行

うこと。 

 

５．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円については、持続可能な地域社会の維

持・発展に向けて恒久的な財源とすること。また、引き続き同規模の財源確保はもとより、拡充を含めて

検討すること。 

 

６．2020年度から始まった会計年度任用職員制度においては、今後も当該職員の処遇改善が求められること

から、引き続き所要額の調査を行い、財政需要を十分に満たすこと。 

 

７．地方交付税の法定率を引き上げるなど、引き続き、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取り組

むこと。なお、地域間の財源偏在性の是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から

地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な改善を行うこと。 
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 また、コロナ禍対策として実施された固定資産税の軽減措置については、地方の財政運営の予見性を損

なうことから、2022年度をもって終了し、今後、税制度の変更等を検討する際は、地方団体の意見を考慮

し慎重に行うこと。 

 

８．特別交付税の配分に当たり、諸手当の支給水準が、国の基準を超えている自治体に対する減額措置を行

わないこと。 

 

９．森林環境譲与税については、より林業需要の高い自治体への譲与額を増大させるよう、その譲与基準を

見直すこと。 

 

10．地方交付税の財源保障機能・財源調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了への対応や小

規模自治体に配慮した段階補正の強化など、対策を講じること。 
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閉会中の継続審査申出書 

 

 本委員会は、審査中の事件について、次により閉会中もなお継続審査すべきものと決定したので、会議規

則第111条の規定により申し出ます。 

 

記 

 １、件  名 陳情第３号 小原台地高台付近における新たな避難場所の整備に関する陳情 

        陳情第１号 分煙環境整備に関する陳情 

        陳情第２号 川内原発の運転期間を20年延長しないことを求める陳情 

 ２、理  由 さらに十分審査のため 

 

  令和４年９月20日 

総務厚生委員会 

委員長 福 田 清 宏 

いちき串木野市議会 

議長 濵 田   尚 様 

 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したので、会議規

則第111条の規定により申し出ます。 

 

記 

   事  件  １．人口減少対策について 

         ２．企業誘致について 

         ３．エネルギー問題と防災対策（原発を含む）について 

         ４．行財政改革について 

         ５．生活環境について 

         ６．住民福祉について 

         ７．健康増進について 

 

  令和４年９月20日 

総務厚生委員会 

委員長 福 田 清 宏 

いちき串木野市議会 

議長 濵 田   尚 様 
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――――――――――――――――――――――――――――― 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したので、会議規

則第111条の規定により申し出ます。 

 

記 

   事  件  １．農林水産業の振興について 

         ２．商工・交通運輸について 

         ３．食のまちづくり・観光振興について 

         ４．社会基盤の整備について 

         ５．教育問題について 

         ６．スポーツ・文化の振興について 

 

  令和４年９月20日 

産業教育委員会 

委員長 吉 留 良 三 

いちき串木野市議会 

議長 濵 田   尚 様 

 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 

議員派遣について 

 

 地方自治法第100条第13項及び会議規則第167条の規定により、次のとおり議員を派遣する。 

 

記 

 １．議員研修会 

  （１）派遣目的  議員の政策形成等の能力向上に資するため 

  （２）派遣場所  市内（いちき串木野市役所串木野庁舎） 

  （３）派遣期間  令和４年11月17日 

  （４）派遣議員  全議員 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する 

 

 

       いちき串木野市議会議長 

 

       いちき串木野市議会議員 

 

       いちき串木野市議会議員 

 

 


